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期末試験解答⽤紙（動物栄養学・平成 29 年度） 
*解答欄が不⾜する場合は裏⾯に記⼊してもいいですが、簡潔な⽂章を⼼がけてください。 

問題１．(   )の解答： 

 

 

 

 

問題 2．(   )の解答：* A を選んだ場合、マイノリティで５点加点 

 

 

 

 

問題 3． 各 2 点 
① 飼料要求率(FCE) ② 飼料効率 (FE) ③ （飼養）環境 ④ 健康状態 
⑤ 180 (160-200) ⑥ リン酸化酵素

[キナーゼ] 
⑦ 三次構造 or 極性 ⑧ セリン 

⑨ ユビキチン・プロ
テアソーム 

⑩ リソソーム ③④順不同、他に「性別」「妊娠」「⽣産状態」も正
解、「体重」「年齢」は成⻑段階と同意なので不正解

問題 4． (1)(2) 各 3 点 (3) 20 点 40 点満点 

(1)  (ア) 80 (イ) 512 (ウ) 128 (エ) 86 (86.25) 

(2) 

 

①オルニチン ② シトルリン ③ フマル酸  

アミノ酸 X の残基（記号で）(b) 

(3) 

 

 

 

おまけ問題   

 

 

 

 



*この解答⽤紙のみ提出して、問題⽤紙は持ち帰ってください。 

期末試験問題（動物栄養学・平成 29 年度）*解答はすべて解答⽤紙に記⼊すること。 

問題１．（20 点）次の(A),(B)の設問の中のうち、どちらかを選んで解答しなさい。 

(A) ⽜乳に含まれる脂肪（乳脂肪）の脂肪酸組成を測ると、⼀般的に飽和脂肪酸の占める割合が⾼い。
その理由を２点挙げて説明しなさい。 

(B) 反芻動物における反芻胃（ルーメン）pH はさまざまな要因で変化するが、原則的に、濃厚飼料（配
合飼料）よりも粗飼料を給与する⽅が、pH の低下は抑えられる。その理由を２点挙げて説明しな
さい。 

問題 2．（20 点）次の(A),(B)の設問の中のうち、どちらかを選んで解答しなさい。 

(A) 「基礎代謝量」と「維持要求量」は類似した概念だが、定義や対象となる動物が異なる。どのよう
に異なるか説明しなさい。 

(B) 動物では⾎中グルコース量を厳格に管理する必要があることから、すぐに使われないグルコースは
グリコーゲンや脂肪酸に合成されて、蓄えられる。グリコーゲンは主に肝臓と筋⾁で合成・貯蔵さ
れるが、貯蔵されたグリコーゲンがおもにどのように使われるかは肝臓と筋⾁で異なっている。ど
のように異なっているか、なぜそうなるのかも含めて説明しなさい。 

問題 3．（20 点）次の（）内に当てはまる単語を書きなさい。 

・動物種ごとの栄養供給の効果（増体など）を⽰す指標には、（ ① ）と（ ② ）の 2 種類がある。この
両者は逆数の関係で、（ ① ）でみると、体格の⼤きいものほど⼤きくなり、より多くの栄養投⼊が
必要であることを意味する。動物による栄養利⽤効率は成⻑段階や（ ③ ）、（ ④ ）で数値が変わ
ることから、それらの状況を加味した栄養素の供給が、効果的な動物⽣産に必要である。 

*（ ① ）と（ ② ）は順不同ではないので、注意すること。（ ③ ）と（ ④ ）は順不同とします。 

・成⼈ 1 ⽇当たりのタンパク質摂取量は約 70g だが、体内では 1 ⽇約（ ⑤ ）g の体タンパク質が
新たに合成されており、体内でタンパク質の合成と分解が頻繁に⾏われていることを⽰している。
タンパク質の中には、合成後に（ ⑥ ）の働きによって⼀部アミノ酸残基末端がリン酸化され、
ペプチド鎖中の（ ⑦ ）が変化して形状が変わることにより活性化され、機能を発現するものが
ある。この時、リン酸化されやすい残基を持つアミノ酸は、末端が-OH であるチロシン、スレオ
ニン、（ ⑧ ）である。タンパク質が分解される際は、分解の際に ATP を消費する（ ⑨ ）系と、
ATP 不要で⾷作⽤により分解する（ ⑩ ）系の 2 種類がある。 

問題 4．（40 点）動物体内におけるタンパク質の利⽤と代謝について、次の問いに答えなさい。 

(1) 次の空欄(ア)〜(エ)に⼊る数値（すべて整数とする）を記しなさい。 

  「飼料中粗タンパク質含量が 16%の飼料について、肥育豚を⽤いてこの消化率を求めたところ、
飼料摂取量 4.0 kg, 排泄糞量 0.8 kg であった。このことから、飼料全体の消化率は（ア）%で
あり、消化された粗タンパク質量は(イ)g、糞中の粗タンパク質量は(ウ)g となる。さらに、代謝
性粗タンパク質量を測定すると、40g であることが分かった。このことから、粗タンパク質の真
の消化率は（エ）%となる」 
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